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 本稿では、志賀原子力発電所２号機（以下、志賀２号機）の自主的安全性向上の一環として整備した，プ

ラント停止時のリスク評価ツールモデル（以下，停止時リスクモニタモデル）の整備内容，及び評価結果に

ついて示す。 
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1. 緒言 

北陸電力では、自主的安全性向上の一環として PRA モデル整備の自営化を段階的に進めている。志賀２号

機（ABWR）では、これまで福島第一原子力発電所の事故を踏まえ、重大事故等対処設備の設置等、様々な

安全対策に取り組んできていることから、日々のリスクを定量的に確認するため、各種安全対策を考慮した、

停止時リスクモニタモデルの整備を実施した。本稿では、停止時リスクモニタモデルの整備内容，及び評価

結果を報告する。 

2. 停止時リスクモニタモデルの整備内容  

 志賀２号機の停止時リスクモニタモデルは，PRA 

評価ツールで作成した PRA モデルに対して， 

図 1 のような定期検査期間中のシステム状態変化 

（系統・機器の運転／待機状態変化），及び任意工

程（定期検査中操作等）を反映させることで，プ

ラント状態に対応したリスク評価（炉心損傷頻度

又は SFP 燃料損傷頻度の評価）を行い，適切な定期

検査工程の策定をサポートする。 

3. 評価結果の確認 

停止時リスクモニタモデルによる，代表的な定期

検査工程のプラント損傷頻度評価結果の例を図 2 に

示す。図 2 より，評価日によってリスクが増減して

いることが確認できるが，この要因は主に機器の待

機除外（リスク増加）や崩壊熱量の減少（リスク低

下）によるものである。 

また，本評価では，停止時リスクモニタモデルの

評価結果を PRA 評価ツールの評価結果（前報[2]で報告した内的事象停止時レベル 1PRA 炉心損傷頻度評価結

果）と比較し，停止時リスクモニタモデルの評価結果確認を実施した。確認結果より，停止時リスクモニタ

モデルと PRA 評価ツールの炉心損傷頻度評価結果，及び上位カットセットは一致していることから，停止時

リスクモニタモデルで得られる評価結果は妥当であると判断した。 
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図 1 停止時リスクモニタモデルへ入力する定期検査工程の例 

図 2 停止時リスクモニタモデル評価結果の例 
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